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【コミュニティ・スクール（CS）発足へ一歩一歩】
令和8年度からの「学校運営協議会制度」導入に向け…

学校向けの研修会 開催
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むらやま‣学校統合だより〈GO TO TO-GO〉

TOP INFORMATION（Topics) ＝「コミュニティ・スクール➋」
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統成人語

▮令和8年度内スタート▮

村山市では、間もなく
迎える新年度内に、市内
の全校で、コミュニティ・
スクール（＝学校運営協
議会制度：CS）を導入予
定です。
この制度のスタートに

向け、このほど、学校教
職員向けに、研修会を開
催しました。
各校から集まった先生

方は、熱心に 受講し、
CSについての理解を深
めました。（裏面参照）

［対面式・WEB配信のハイブリッド型で行われたコミュニティ・スクール研修会］
■講師：村山教育事務所・社会教育課・小関直幸社会教育主事（CS担当）
■期日：2026年2月10日（火）午後3時半～4時45分
■会場：村山市役所 会議室（小集会室）

当日は、学校にいても聴講
できるようにWEBでも配信
しました。

※コミュニティ・スクール（CS）は、「〈学校運営協議会〉を設置した学校」のこと
で、９年前の法改正で、その設置が努力義務化されました。
現在、県内のCS導入率は約73％（全国は72％）まで進んでいます。
なお「統合タイムズ（第4号）」で特集していますので、併せてご覧ください。

ｺﾐｭﾆﾃｨ・
ｽｸｰﾙ
新年度スタート



■CSについての理解を深める研修
～「コミュニティ・スクールの基礎・基本」から
「導入のメリット・魅力」など必要知識を学ぶ～

＊ ＊ ＊
令和8年度からのCS導入に際し、学校全体で共

通理解を図っておく必要があることから、今回、教
育委員会主催で『CS研修会』を開催しました。
この研修会では、コミュニティ・スクールとは何か

といったCSの基礎・基本をはじめ、国・県の導入状
況、CSの3つの機能、導入で生まれる魅力、CSが有
効に機能するための「地域学校協働活動」など、CS
導入にあたって必要となる知識やノウハウを学び、
理解を深めました。
そのなかで、「学校運営協議会」を設置し、話し合い

を重ねながら、地域の思いや願いを実現できるよう、
地域と学校とが互いに「連携・協働」し、活動や取組
ができる体制づくりが大切で、そのために「熟議」の

場を設けること、CSをうまく機能させるためには、
何より学校長のマネジメント力が大切であることな
ど、重要ポイントを絞って説明がなされました。
また、「学校運営協議会」をいい形で進めるために

は、「委員の選定」（どんな方に委員になっていただ
くか）、この協議会で話し合われたことがきちんと
「地域学校協働活動」として実践されるか、さらには
学校のニーズと地域の思いを受け活動を調整する
つなぎ役の「地域コーディネーター」の役割が重要で
あることなどが紹介されました。
また、講師の説明のあと、質疑応答も活発になさ

れました。「地域コーディネーター」の人選について
の質問に対しては、実例では教員経験者が多いもの
の、何より学校のことを理解しながらうまくつない
でくれる方が相応しい、といった助言がありました。
参加者からは、新年度の導入に向けて、意義ある

研修会であったとの感想が聞かれました。

未来の「ひと・まち・しあわせ」を育む
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■ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ（学校運営協議会制度）の令和8年度内導入

[発行] 村山市教育委員会 学校教育課・学校統合推進室 ℡：0237-55-2111（内329）M

東部・西部共通

【ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ（＝ＣＳ）】のポイント図解 （研修会資料より「抜粋」）

CSの魅力

地域も学校もよくなります

（一例）

詳しくは（↑）
文部科学省の
ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙ
特設サイトを
ご覧ください。

※地域向けの説明会等は、追って開催予定です。
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